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「弱 い 絆 」 と 「強 い 絆」 の 強み と弱 み

一 公 立 中学 校 に お け る 教育 困難性 の ケ ー
ス ス タ デ ィ

ー

○ 松 田 恵 示 （東京学 芸 大学）

1 ，は じめ に

　 本報告は 、約 3 年間にわた る公 立中学校で の 教

育改善に関 る ア ク シ ョ ン リ サーチ （AC ）に 関 わ っ

て、特 に、生徒 の 人的ネ ッ トワークの観点か らま

とめた もの で ある。

　対象とな っ た A 中学校の 生徒と 「親」 との 関係

は 、 進路選択時 に 「強い 信念 と教育責任」 が得 ら

れ ない 家庭環境か ら して 、それ は 「強い 絆」 には

なり得な い 面 がある。 また、秩序 の保持や 「学力

保障」 とい っ た社会的責務に疲弊する教師にお い

て も、「強い 絆」 を形成 し に くい とい っ て よ い。

　 しか し、逆 に 「放 り出され て い る」 がゆえ に、

主体性 の強い彼 らに とっ て は、「親」 や 「教師」、

さらには学生 TA が 「弱い絆」 を形成する 「ノ イ

ズ 」 と して 立 ち現れ て お り、他方 で 、高校進学後

も結ばれ る仲間とい う 「強い 絆」 を持つ ために、

現代社会に お ける 「生きやす さ」 を 「荒れ の 中」

に感 じて い る。い くつ か の調査 を総合的に考察す

る こ とか ら、教育困難性 の ケ
ー

ス ス タデ ィ に見 ら

れ る生徒の 人的ネ ッ トワー
ク の機能と構造に つ い

て検討 して みた い 、

2．ACの背景

　報告者は、2012 年度よ り、い わ ゆ る 「荒れ 」 の

激 し い A 中学校に外部協力者（研究者）の 一
人 と し

て、学校改善を 目指 した教育実践に参加す る こ と

にな っ た。

　ア ク シ ョ ン リサ
ー

チ の 対象校 とな っ た A 中学校

で は 、AC 参加 当初、授業中の 出歩き、大声を出

す等の 授業妨害、対教師暴力 、 器物破損 とい っ た

行為が頻出して い た。

　 こ うしたなか で 、こ こ で取 り上 げる生徒 0 は、

こ の 「荒れ」 の 「一軍」 となっ て い た生徒 で 、普

段は明る く気 さくで あるが、特に 「一軍」 が集団

的に問題行動を起 こ す時には 「っ るん で しま う」

タイプ の 生徒で あ っ た。こ の 生徒は 、現在は高校

2 年生 となっ て お り、継続的にイ ン タ ビ ュ
ー

に応

じて くれ て い る調査協力者で もあ る。

　 こ の 0 を中心 として 、 教育困難性 の ケ
ー

ス ス タ

ディ に見 られる生徒の 人的ネ ッ トワー
クにつ い て

少 し検討す る こ ととす る。

3．「商業科」 へ の進学

　 こ れは 、 0 が卒業後 、 高校生 の初めて の 夏休み

の ときに イ ン タ ビ ュ
ーし た内容の

一
部で ある。中

学卒業時にサ ッ カ
ー

が得意だ っ た 0 が、「体育の

先生 」 に なりた い とい う漫然 とした キ ャ リア意識

を持 っ て い た こ とを伝えて くれ て い る。そして 、

こ の こ とをめぐ っ て、教師と部活動 の 先輩 の 二 人

が 「登場人物 」として語 られ て い る とこ ろ で ある。

　 しか し、0 が進学し た の は 、公 立高校 の 「商業

科 」 で あっ た 。 0 が 目指すもの が変わ っ たわけで

は ない 。0 は、こ こ で 「商業科」 に進学した理 由

につ い て語 っ て い るの で ある。0 は、もちろん 「普

通科」 も検討 しなか っ たわけで はない 。ただ、偏

差値的に少 し 「怪 し さ」 があ っ た こ とと、教師で

はなく先輩の 情報 を優先させ 、 現在進学 した高校

は 、大学の オープ ン キ ャ ンパ ス 等に積極的に誘 っ

て くれ るの で、0 の 進路か らする と、こちらの 方

が 「適切」 だ と判断 した の で あ る。

　進路選択時に、「強 い 絆」を持っ 大人 との 接 点 が

な い 0 は 、こ の よ うに
一
般的に は 「辻褄の 合わな

い 」 進路選択を、「偏 っ た情報」 か ら判断 した と見

えなくもな い 。確か に情報 の 偏りは、「選択の 自由」
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を潜在化させ 、彼を取 り巻く経済的困難性や教育

支援 の 必要性 を浮かび上が らせ る場面で あるとい

う見方もで きる。

4．「弱い絆」 の 強み

　 こ こ で 取 り上 げ て み た い もの が 、Mark

Granovetterの
”

The　strength 　of 　weak 　ties（弱 い

絆の 強み）
”

にかかわ る議論で あ る。よく知 られ た、

求職者 の ジ ョ ブマ ッ チ ン グ ・メ カ ニ ズ ム を明らか

にする ため に、ア メ リカ都市部郊外在住の 282 人

の ホ ワイ トカ ラ
ー（弾性）を対象に行われた調査 に

よ っ て 、弱 い 人的ネ ッ トワーク（親友や家族 な どの

強さの ない 「遠 い 関係」）が契機 となっ て転職 した

人 の 方が満足度は高い こ とを明らかに し た研究で

あ る。これは強い 人的ネ ッ トワ
ー

クで は、お 互 い

にす で に 知 っ て い る情報の 流通 に な る こ とが多く、

反対 に弱 い 人的ネ ッ トワ
ー

クで は 、 まだわか らな

い
、 だか らこ そ 「重要なもの 」 が もた らされ るか

らではない か と説かれ て い る。

　 こ の グラ ノ ヴェ
ー

タ
ー

の 議論に触発 され て 、 東

浩紀も、現代社会における 「弱い つ なが り」 の 意

義を強調 し、「Googleが予測する検索キ
ー

ワ
ー

ド」

か ら逃れる ため の 方法と し て、「観光客」の メタ フ

ァ
ー

か らな る 「ノ イ ズ 」を抱 き込 む戦略を唱え る。
一

見、開放性 に富む よ うにみえる 「ネ ッ ト」 世界

は 、 実は検索語の学習機能（ピ ッ ク ・データーの存

在）か らも、実は知識 の 「蛸壼化」 を進め、そ こ で

の コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン は Line に代表され るよ う

に、強い つ なが りをますます強くして い く。っ ま

り 「村人化 」 を進めるの である。そ うした 「不 自

由さ」 か ら逃れ るために、人は 「旅 人化」 を志向

す るが、環境に よっ て 形成 される しか ない 人間の

あ りよ うか らした ときに、環境の 外部に 「旅人」

と し て離脱す る こ とは ある種の幻想で しか ない 。

む しろで きる こ とは、弱 い つ なが りを形成 し、「ノ

イ ズ 」 を発生 させ る こ とによ っ て 、い わば 「検索

用語 」 を偶然化する こ とで あ る。

　東 は こ の ように述 べ て 、 予測不能な検索キ
ー

ワ

ー
ドを導きだす社会との関わ りか の メ タ フ ァ

ーと

し て 「観光客」 とい う言葉を使 う。無責任 で流動

的 な弱 い 人的 っ なが り と、村人的「強い つ なが り」

の 2 つ の ネ ッ トワ
ーク の 複数性 が

、 現代社会 にお

ける 「生 きやす さ」 を生み出すの で は ない か と、

デ リダ、ロ ー
テ ィ

ー等を下敷きに して論 じてい る。

　 こ の よ うな視点か ら、当該 の 0 を見た ときに、

まず彼 と 「親」 との 関係は、進路選択時に 「強い

信念 と教育責任」 が得られない 家庭環境か らして

も、それはそ もそも 「強 い 絆 」 にはな り得な い 面

がある。また、秩序の 保持や 「学力保障」 とい っ

た社会的責務に疲弊す る教師 に お い て も、「強い絆」

を形成 しにくい とい っ て よい
。 しか し、 逆に 「放

り出 されて い る」 が ゆえに、主体性の 強い彼らに

とっ て は、「親」 や 「教師」、さらには学生 TA が

　「弱い 絆」 を形成する 「ノイズ 」 と して 立 ち現れ

てお り、 他方で 、 高校進学後 も結ばれ る仲間とい

う 「強い絆」を持つ ために、現代社会における 「生

きやすさ」 を逆に感 じて い る、とい うこ とに な る

の で は ない か。

　 それとともに、中学校にお ける教師が、生徒に

とっ てむ しろ 「弱 い つ なが り」 の なか にあ る 「ノ

イズ 」 と して 、実は生徒にとっ て大きな意味を持

っ て存在 して い る、とい うこ とを、A 中学校の現

実は示唆 して い るよ うにも思われ る 。

　 例えば、川村は、1970年代か ら 80年 代の 中学

校 の 「荒れ 」 を経験 した校長 の ラ イ フ ヒ ス トリー

か ら、「制度」 か ら 「人格 」へ と、 中学校における

教師文化が権滅 の基盤 をシ フ トさせ て い る と論 じ

て い る 。

　 し か し、そ の よ うな 「人格的権威 」 が前提 とす

る 「強い つ なが り」 は、A 中学校に は存在 して い

ない よ うに見える 。 そ して そ の 結果 、 例えば国立

教育政策研究所が 2013 年に実施 した、「公立高校

の 中途退学発生プ ロ セ ス に つ い て の調査研究」 に

お い て 、高校 1 年 生 にお ける中退者が入 学者 の

2．0％ で あ り、そ の うち、10 月 まで に中退 した も

の が 36．8％ となっ てい る こ とと比較 して、本報告

に おける調査対象 となっ たA 中学校 の 昨年度の 高

校進学率は 100％（定時制 ・通信制含む）、そし て、

卒業後 の 10 月 の 時点で 、 学校 な らびに教育委員

会が把握 して い る高校中退者は ゼ ロ で ある こ と を

考える と、こ うし た中退率の 低 さは、彼 らが実は

人的ネ ッ トワ ークと して 身に ま とっ て い る、「弱 い

っ なが り」 が持っ 「強み 」 が顕現 されて い る の で

はない か 。 定時制 へ の 進学率（約 18％）が高 く、進

学先が 国立政策研究所の調査対象よ り都市部にあ

る こ と（例 えば東京都の 定時制中退率は 平成 23 年

度で 12．1％）が 予想される地理的環境を考えて も、

なおさ らで ある。
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